様式７

	変　更　申　告　書　（正／副の２部必要）
	申告日※：令和　　　　年　　　　月　　　　日


※の欄を変更申告者（原則として施工管理者）が記入してください
	受付番号※
	変更申告者※
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ

	工事名称※
	

	建設地住所※
	


	施工管理者・設計監理者記入欄
	評価員記入欄
	九州住宅
保証欄

	申告番号※
	性能表示
項目※
	変更項目※
	変更内容報告欄※
	添付図書※
	申請者の確認
	設計者の確認
	審査
	判定
	判定

	
	
	
	原設計内容※
	等級
	変更設計内容※
	等級
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	軽
微
	変
更
	軽
微
	変
更

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	
	　


［注意事項］

	１．この様式は、施工状況報告書の「変更等の内容」欄に記載しきれない内容などを記すのに用いてください。

２．「性能表示項目欄」には、変更のあった性能表示事項などを記入してください。

３．「変更項目」欄には、変更のあった施工状況報告書の検査項目名などを記入して下さい。

４．「変更内容報告欄」には、変更の内容を具体的に記載してください。

５．「変更申告書」の内容は、検査日の前迄に内容を建設評価員に申告して下さい。
	九州住宅保証株式会社判定
	□全ての項目について、軽微な変更となりましたので、変更設計住宅性能評価申請は不要です。

	
	
	□申告番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について変更設計住宅性能評価申請を改めて行う必要があります


様式７

	変　更　申　告　書　（正／副の２部必要）　記　入　例
	申告日※：令和　　●年　●　月　●　日


※の欄を変更申告者（原則として施工管理者）が記入してください
	受付番号※　22－○○○○○
	変更申告者※　○○建設施工管理部
氏名　　○○　△△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０３－１２３４－５６７８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　０３－１２３４－３５７９

	工事名称※　○○マンション
	

	建設地住所※　東京都港区○○
	


	施工管理者・設計監理者記入欄
	評価員記入欄
	九州住宅
保証欄

	申告番号※
	性能表示
項目※
	変更項目※
	変更内容報告欄※
	添付図書※
	申請者の確認
	設計者の確認
	審査
	判定
	判定

	
	
	
	原設計内容※
	等級
	変更設計内容※
	等級
	
	
	
	済
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	軽
微
	変更
	軽
微
	変
更

	　１
	構造
	場所打ち杭
	設計図
	1
	杭施工による位置変更
	1
	杭打ち施工報告
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	構造計算書
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	火災
	自動火災報知設備
	設計図
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	間取り変更による位置の変更
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	火災報知設備図
	済
	済
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	高齢者
	共用廊下
	設計図
	４
	手すり範囲の変更
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	平面図
	済
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	光・視環境
	居室床面積変更　
	開口率計算シートによる
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［注意事項］

	１．この様式は、施工状況報告書の「変更等の内容」欄に記載しきれない内容などを記すのに用いてください。

２．「性能表示項目欄」には、変更のあった性能表示事項などを記入してください。

３．「変更項目」欄には、変更のあった施工状況報告書の検査項目名などを記入して下さい。

４．「変更内容報告欄」には、変更の内容を具体的に記載してください。

５．「変更申告書」の内容は、検査日の前迄に内容を建設評価員に申告して下さい。＾
	九州住宅保証株式会社判定
	□全ての項目について、軽微な変更となりましたので、変更設計住宅性能評価申請は不要です。

	
	
	□申告番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について変更設計住宅性能評価申請を改めて行う必要があります


申告書提出番号※：





検査日の前に内容を申告して下さい。








申告書提出番号※：





毎回の検査時に提出した順番で通して付番します





申請者の確認は口頭での確認可とし、「済」と記載して結構です。


て下さい。








工事監理者(代理者可)


の確認は口頭での確認可とし、「済」と記載して結構です。








申告番号は提出毎に番号をふるのではなく、通して付番します。





居室床面積変更は居室面積確認書を提出してください。（九州住宅保証ホームページよりダウンロード）http://www.kjhc.co.jp/download4.html











